様式２
学校名（丹波市立神楽小学校）

	実施日：９月２日～９月18日

	領　域：特別活動

	取組名：友だちを応援しよう

	対　象：全児童
	実施場所：多目的室　各教室　運動場

	ア　ねらい

　　　友だちのよい所を伝え合うことが、自他を大切にできることにつながることを知る。　

	イ　指導内容（指導略案）や取組の概要

　　　２学期の始まりに、長期休みで生活リズムを崩して登校してくる児童が多い。特に施設の児童は、夏休みでの生活が、学校生活に大きく影響している。運動会練習が始まると、不規則な予定や疲れから、不安定さが増す。今年度は、強いこだわりから、パニックになる児童、攻撃性が高まる児童、離席・離室を繰り返す児童への支援が重要課題であり、事前の手立てや周囲の理解が必要である。

そこで、特別支援教育推進委員会を中心に啓発を行うことにした。

１　りんごが食べたいねずみくんの読み聞かせをする。

２　１人ひとり得意なこと、苦手なことがあり、それは人によって違うことを伝える。

３　頑張っている友だちを応援する方法について伝える。

４　運動会練習後に、自分や友だちが頑張ったことなどについて振り返る時間をとり、発表させる。

	ウ　連携先：児童養護施設（施設指導等）　全保護者

	エ　連携にむけての取組
　　学校が施設・保護者とのパイプ役となり、趣旨やねらいを伝える。また、学年通信だけでなく、施設指導員の参加も働きかけている。PTA役員会や地区別懇談会等も通して、児童の取組やその変容を伝える。

	オ　組織的な取組とその点検・評価を行ううえでの工夫点

　　２学期初めの全校朝会で、全児童に要支援児童への理解を深めるために、一人ひとり得手不得手があり、それを互いに認めることの大切さを伝える。運動会練習や生活目標とも連動させて、全校一斉に取り組んだ。生活目標も友だちとのつながりを大切にすることや運動会で最後まであきらめないことが目標であったので、学年ごとに振り返り発表をする中間発表を活用し、「次にがんばること」を意識して点検・評価を行った。

	カ　評価の方法

· 話し合い活動　　・　学習の振り返り　　・　日々の友だちとの関わり方

	キ　成果

　・　支援が必要な児童への理解が深まり、要支援児童を受容するような言動が増えた。
・　振り返りが児童同士のつながりを強め、励まし合って頑張れる児童が増えたことで、あきらめずにがんばるという雰囲気作りにつながった。

	ク　課題

　　実施期間中だけでなく、今後も継続して、振り返りの中で友だちの頑張りを伝え合っていけるような取り組みが必要である。日常的に、友だちのよいところに目を向け、互いを認めあえる児童の育成を目指したい。　　


